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(57)【要約】
【課題】視認性と操作性が向上するとともに、プッシャ
を上下バランスよく押圧してステープルを安定的に打ち
出す。
【解決手段】ステープルをマガジン３のステープルガイ
ド４から射出口６に供給し、ドライバ８によってステー
プルをノーズ部２から下方に打ち込むステープル打ち用
釘打機において、連結ステープルｓを摺動自在に保持す
るステープルガイド４に、ステープルを供給する前後方
向に沿って複数の長孔１４を上下に平行に形成し、上記
長孔１４の内部にはガイドシャフト１５を前後に配置し
、該ガイドシャフト１５の周囲には、コイルバネ１６を
配置し、コイルバネ１６の一端を連結ステープルのプッ
シャ５の後端に係合し、該プッシャ５を射出口６側に移
動するように付勢した。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　釘打機本体の内部に設けられた打撃機構によって駆動されるドライバを、上記釘打機本
体の下部に設けられたノーズ部の射出口に摺動自在に案内するとともに、クラウン部の両
端から平行な脚部を屈曲形成してなるステープルを上記ノーズ部の後部に設けられたマガ
ジンのステープルガイドから上記射出口に供給し、上記ドライバによってノーズ部に供給
されたステープルを下方に打ち込むステープル打ち用釘打機において、
　連結ステープルを摺動自在に保持するステープルガイドに、ステープルを供給する前後
方向に沿って複数の長孔を上下に平行に形成し、
上記長孔の内部にはガイドシャフトを前後に配置し、該ガイドシャフトの周囲には、コイ
ルバネを配置し、コイルバネの一端を連結ステープルのプッシャの後端に係合し、該プッ
シャを射出口側に移動するように付勢した
ことを特徴とするステープル打ち用釘打機。
【請求項２】
　上記ガイドシャフトの直径は、上記ステープルガイドの厚さと同じかそれよりも小さい
ことを特徴とする、請求項１に記載のステープル打ち用釘打機。
【請求項３】
　上記ガイドシャフトの前後端は、上下と左右に動くのを阻止する固定手段によって固定
されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載のステープル打ち用釘打機。
【請求項４】
　上記ガイドシャフトの端部と上記長孔の端部とは、上記ステープルガイドの厚さの範囲
内で互いに嵌合している
ことを特徴とする、請求項１～３のいずれかに記載のステープル打ち用釘打機。
【請求項５】
　上記ガイドシャフトの端部の上下部は、上記長孔の端部内面に形成された切欠き溝の内
側に支持されるとともに、ガイドシャフトの端部の左右両側部は、上記ステープルガイド
の後端部に固定されてステープルガイドの一部を覆うガイドカバーの内側に保持された
ことを特徴とする、請求項１～４のいずれかに記載のステープル打ち用釘打機。
【請求項６】
　上記長孔の中途部には、上記ガイドシャフトを上下から押える押え部を形成した
ことを特徴とする、請求項１～５のいずれかに記載のステープル打ち用釘打機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築、土木の関連分野においてステープルを釘打機によって主に木材に打ち
込むときに、ステープルを釘打機本体の射出口に供給するマガジンを備えたステープル打
ち用釘打機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ステープル打ち用釘打機には連結ステープルを収納して先頭ステープルから順
次射出口に送り出すためのマガジンが設けられている。マガジンの中心にはステープルガ
イドが配置され、連結ステープルはこのステープルガイドに跨がるように装填されている
。
【０００３】
　連結ステープルを射出口に送り出すために、連結ステープルの後端にプッシャが係合し
、プッシャが連結ステープルを射出口側に押圧して送り出すように構成されている。
【０００４】
　ところで、プッシャはバネにより常時射出口側に移動するように付勢されているが、付
勢方式には、定出力バネを使用するもの（特許文献１参照）や２本のコイルバネによるも
の（特許文献２参照）などが知られている。
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【０００５】
　定出力バネは高価であり、また２本のコイルバネを使用するものは、左右に２本のコイ
ルバネを並列に配置していた。しかも、これらのコイルバネはプッシャの下部を押圧する
ように構成されている。その理由は、プッシャの上部を押圧すると、プッシャの上部が先
に進み、下部が後れるように傾きやすいので、ステープルのクラウン部は射出口の前壁に
当たるが、脚先がマガジン側に寄るような力を受けることになる。この力は射出口内のス
テープルを打撃したときに、ステープルの脚が射出口から外に出るように作用するので、
座屈が生じやすい。そこで、２本のコイルバネでプッシャの下部を押圧するようになって
いる。
【特許文献１】特開２０００－２６３４６７
【特許文献２】実公平１－１８２９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、２本のコイルバネを左右に並列に配置する構造では、マガジンが厚くな
る。マガジンが厚くなると、作業者はマガジン越しにステープルを打ち出すノーズの先端
を見ているので、視認性がよくないので、作業効率が低下する原因になっていた。
【０００７】
　また、狭い場所における操作が困難であった。
【０００８】
　さらに、２本コイルバネはプッシャの下側を押圧するので、上側は押圧される方向と逆
側、つまり射出口から逃げるように傾きやすい。このため、先頭のステープルも射出口か
ら退避するように傾きやすくなる。したがって、ドライバがステープルのクラウン部を打
撃するときに、ドライバの先端がステープルのクラウン部の一部しか打撃できないので、
ステープルの打ち出し方向が不安定になる。
【０００９】
　本発明は上記問題点を解消し、視認性と操作性が向上するとともに、プッシャを上下バ
ランスよく押圧してステープルを安定的に打ち出すことができるマガジンを有するステー
プル用釘打機を提供することをその課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記課題を解決するため、請求項１に係る発明は、釘打機本体の内部に設けられた打撃
機構によって駆動されるドライバを、上記釘打機本体の下部に設けられたノーズ部の射出
口に摺動自在に案内するとともに、クラウン部の両端から平行な脚部を屈曲形成してなる
ステープルを上記ノーズ部の後部に設けられたマガジンのステープルガイドから上記射出
口に供給し、上記ドライバによってノーズ部に供給されたステープルを下方に打ち込むス
テープル打ち用釘打機において、連結ステープルを摺動自在に保持するステープルガイド
に、ステープルを供給する前後方向に沿って複数の長孔を上下に平行に形成し、上記長孔
の内部にはガイドシャフトを前後に配置し、該ガイドシャフトの周囲には、コイルバネを
配置し、コイルバネの一端を連結ステープルのプッシャの後端に係合し、該プッシャを射
出口側に移動するように付勢したことを特徴とする。
【００１１】
　請求項２に係る発明は、請求項１において、上記ガイドシャフトの直径は、上記ステー
プルガイドの厚さと同じかそれよりも小さいことを特徴とする。
【００１２】
　請求項３に係る発明は、請求項１又は２において、上記ガイドシャフトの前後端は、上
下と左右に動くのを阻止する固定手段によって固定されていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項４に係る発明は、請求項１～３のいずれかにおいて、上記ガイドシャフトの端部
と上記長孔の端部とは、上記ステープルガイドの厚さの範囲内で互いに嵌合していること
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を特徴とする。
【００１４】
　請求項５に係る発明は、請求項１～４のいずれかににおいて、上記ガイドシャフトの端
部の上下部は、上記長孔の端部内面に形成された切欠き溝の内側に支持されるとともに、
ガイドシャフトの端部の左右両側部は、上記ステープルガイドの後端部に固定されてステ
ープルガイドの一部を覆うガイドカバーの内側に保持されたことを特徴とする。
【００１５】
　請求項６に係る発明は、請求項１～５のいずれかにおいて、上記長孔の中途部には、上
記ガイドシャフトを上下から押える押え部を形成した
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１に係る発明によれば、連結ステープルを摺動自在に保持するステープルガイド
に、ステープルを供給する前後方向に沿って複数の長孔を上下に平行に形成し、上記長孔
の内部にはガイドシャフトを前後に配置し、該ガイドシャフトの周囲には、コイルバネを
配置し、コイルバネの一端を連結ステープルのプッシャの後端に係合し、該プッシャを射
出口側に移動するように付勢したから、プッシャは上下のコイルバネによりバランスよく
押圧されるから、連結ステープルを射出口に安定した姿勢で供給することができる。した
がって、プッシャが傾くことがないから、ドライバがステープルのクラウン部全体を打撃
して安定した打ち込みが可能となり、座屈も良好に防止することができる。
【００１７】
　また、コイルバネは上下に配されているので、マガジンの厚さを薄くすることができる
。したがって、マガジン越しに打ち込み部がよく見えるので、視認性が向上する。同様に
、狭いところにもステープルを打ちこむことができるので、操作性も向上する。
【００１８】
　さらに、ステープルガイドに複数の長孔を形成する構成であるから、長孔分の肉を落す
ことが出きるので、軽量化することができる。
【００１９】
　請求項２に係る発明によれば、ガイドシャフトの直径は、ステープルガイドの厚さと同
じかそれよりも小さいので、ステープルはステープルガイドに支障なく装填することがで
きる。
【００２０】
　請求項３に係る発明によれば、ガイドシャフトの前後端は、上下と左右に動くのを阻止
する固定手段によって固定されているので、ガイドシャフトの安定性が確保できる。
【００２１】
　請求項４に係る発明によれば、ガイドシャフトの端部と長孔の端部とは、上記ステープ
ルガイドの厚さの範囲内で互いに嵌合しているから、ガイドシャフトの上記端部は上下方
向にも左右方向にもがたつくことがなく、安定に取り付けることができる。しかも、単に
嵌合するだけでよく、溶接やネジ止めによらないので、組み付け性がよい。
【００２２】
　請求項５に係る発明によれば、ガイドシャフトの端部の上下部は、上記長孔の端部内面
に形成された切欠き溝の内側に支持されるとともに、ガイドシャフトの端部の左右両側部
は、上記ステープルガイドの後端部に固定されてステープルガイドの一部を覆うガイドカ
バーの内側に保持されているから、ガイドシャフトの上記端部は左右いずれかの側から長
孔の切欠き溝に嵌め込み、さらにガイドカバーを取り付けるときにガイドシャフトの左右
両側部を覆うようにして、ガイドシャフトの上記端部は上下方向にも左右方向にもがたつ
くことがなく、安定に取り付けることができる。しかも、溶接やネジ止めによらないので
、組み付け性がよい。
【００２３】
　請求項６に係る発明によれば、上記長孔の中途部には、上記ガイドシャフトを上下から
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押える押え部を形成したので、打撃時の衝撃によりガイドシャフトが上方又は下方に撓む
のを確実に防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　図１はステープル打ち用釘打機の斜視図で、同図において釘打機本体１の下部にはノー
ズ部２が設けられている。ノーズ部２の後方にはステープルを収納するマガジン３が配設
されている。なお、釘打機本体１には空気圧を駆動源とした打撃機構等が設けられている
が、これらは特許文献１等に示されているものと同じ公知のものでよいから、ここでは省
略する。
【００２５】
　マガジン３の内部には図２、図３及び図６に示されるように、細長板状のステープルガ
イド４が設けられている。ステープルガイド４はマガジン３の長手方向にスライド可能に
収納されているとともに、ステープルガイド４にはクラウン部の両端から平行な脚部を屈
曲形成したコ字形のステープルを接着連結してなる連結ステープルｓが跨るようにして装
填されている。ステープルガイド４の前端はノーズ部２の射出口６に臨んでおり、連結ス
テープルはプッシャ５によって常時射出口６側に摺動するように付勢され、先頭ステープ
ルｓ１はプッシャ５により射出口６に送り込まれるように付勢されている。そして、図１
のトリガ７を引き操作して打撃機構を作動することにより、ドライバ８が駆動されてノー
ズ部２の射出口６内を摺動するときに射出口６内の先頭のステープルｓ１を打撃してノー
ズ部２の下端から打ち出し、打ち出し後ドライバ８が上昇すると、次位の先頭ステープル
ｓがプッシャ５によって射出口６に送り出されるのである。
【００２６】
　ところで、ノーズ部２は釘打機本体１の下部に固定された固定ノーズ部２ａと、固定ノ
ーズ部２ａの下方に打ち込み方向に摺動自在に設けられたコンタクトノーズ２ｂとから構
成され、固定ノーズ部２ａにはドライバ８のみが摺動可能に収容されるので、固定ノーズ
部２ａの断面もドライバ８の外形に沿うように形成されている。
【００２７】
　マガジン３に向き合うノーズ部２の射出口６は図４に示すように断面が略凹字状に形成
され、開口部の上部はマガジン３のステープルガイド４の先端に向き合うように配置され
ている。これにより、ステープルガイド４に保持された連結ステープルｓの先頭ステープ
ルｓ１を、上記ステープルガイド４の先端を越えて射出口６の内側に送り込むことができ
る。
【００２８】
　なお、コンタクトノーズ２ｂは常時下方に突出するようにバネ付勢され、先端を被打ち
込み材に押し付けたときに押し込まれて釘打機本体１に対して相対的に上動したときにの
みトリガ７の作動が有効となるように安全装置を構成している。
【００２９】
　図３に示されるように、ステープルガイド４はスライダ１０の上部に固定され、スライ
ダ１０はマガジン３のガイド溝１１にスライド自在に係合している。マガジン３の中央に
ステープルガイド４が配置されていることにより、マガジン３の内面とステープルガイド
４との間にはコ字形のスペースが形成される。このスペース内に連結ステープルｓが収納
される。
【００３０】
　なお、ステープルガイド４は図７に示すように、スライダ１０とともに前後方向にスラ
イド可能に設けられ、ステープルガイド４の中央のガイド孔１２にはマガジン３に設けら
れた支持ピン１３が係合している。これにより、ステープルガイド４は一定の範囲内で前
後にスライドできるようになっている。
【００３１】
　また、連結ステープルｓをマガジン３内に装填するときは、同図のようにステープルガ
イド４を後方にスライドさせてマガジン３の前部にスペースを空け、そこに連結ステープ
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ルを下から入れこみ、ステープルガイド４を前方にスライドさせるときに連結ステープル
を跨がせるようにして装填すればよい。
【００３２】
　次に、上記ステープルガイド４にはプッシャ５の付勢機構が設けられている。すなわち
、図２及び図４に示されるように、ステープルガイド４にはステープルを供給する前後方
向に沿って２個（それ以上でもよい）の長孔１４が中央のガイド孔１２の上下に平行に形
成されている。
【００３３】
　上記長孔１４の内部にはガイドシャフト１５が前後に配置され、該ガイドシャフト１５
の周囲には、コイルバネ１６が配置されている。コイルバネ１６の後端は長孔１４の端面
に係合し、前端はプッシャ５の後端に座金１７を介して係合している。これにより、プッ
シャ５は常時射出口側に移動するように付勢している。
【００３４】
　上記ガイドシャフト１５の直径は、ステープルがステープルガイド４に支障なく装填す
ることができるように、上記ステープルガイド４の厚さと同じかそれよりも小さくなるよ
うに設定されている。
【００３５】
　上記ガイドシャフト１５の前後端は、上下と左右に動くのを阻止する固定手段によって
固定されている。
【００３６】
　すなわち、図５に示されるように、ガイドシャフト１５の前端部１５ａには受け穴１８
が形成されている。これに対し、長孔１４の前端部の内面には後方に突出する円錐形の突
起部１９が形成されている。そして、この突起部１９はガイドシャフト１５の受け穴１８
に嵌まり合っている。なお、突起部１９の直径は、ステープルガイド４の厚さと同じかそ
れ以下に形成されている。これによれば、ステープルガイド４の前部は上下及び左右のい
ずれの方向にも動くことはできない。
【００３７】
　次に、図４および図５に示されるように、上記ガイドシャフト１５の後端部１５ｂは、
長孔１４とガイドカバー２０とによって固定されている。長孔１４の後端部内面には切欠
き溝２１が形成されている。この切欠き溝２１の高さはガイドシャフト１５の直径と略同
じに形成されている。ガイドシャフト１５の後端部は上記切欠き溝２１の内側に支持され
ている。これに対し、ステープルガイド４の後端のスプリングピン穴９にはステープルガ
イド４の一部を覆うガイドカバー２０が固定されている。ガイドカバー２０の内側にはス
テープルガイド４を両側から挟みつける挟持片２２(図４参照)が形成され、ステープルガ
イド４とともにガイドシャフト１５の左右両側を挟みつけて保持している。
【００３８】
　ガイドシャフト１５を取り付けるときは、その前端部１５ａの受け穴１８を長孔１４の
前端部の突起部１９に嵌合させた後、ガイドシャフト１５の後端部１５ｂを長孔１４の後
端部の切欠き溝２１に横から嵌め込み、さらにガイドカバー２０を取り付けるときにガイ
ドシャフト１５の左右両側部を挟み付けて覆うようにすればよい。これにより、ガイドシ
ャフト１５の上記端部は上下方向にも左右方向にもがたつくことがなく、安定に取り付け
ることができる。
【００３９】
　なお、上記長孔１４の中途部には、図２に示されるように、上記ガイドシャフト１５を
上下から押える押え部２３が形成されている。打ち込み時には打撃による衝撃でガイドシ
ャフト１５が上下方に撓むので、撓んだときに長孔１４の突起部１９からガイドシャフト
１５の前端部１５ａの受け穴１８が外れるおそれがある。しかし、ガイドシャフト１５の
中途部を上記押え部２３によって押えることによってガイドシャフト１５が前端部で撓む
のを確実に防止することができる。
【００４０】
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　上述のように、プッシャ５の付勢機構は、ステープルガイド４に、ステープルを供給す
る前後方向に沿って複数の長孔１４を上下に平行に形成し、上記長孔１４の内部にはガイ
ドシャフト１５を前後に配置し、該ガイドシャフト１５の周囲には、コイルバネ１６を配
置し、コイルバネ１６の一端を連結ステープルのプッシャ５の後端に係合し、該プッシャ
５を射出口６側に移動するように付勢させる構成であるから、プッシャ５は上下のコイル
バネ１６によりバランスよく押圧される。したがって、連結ステープルを射出口に安定し
た姿勢で供給することができるとともに、プッシャ５は傾くことがないから、ドライバが
ステープルのクラウン部全体を打撃して安定した打ち込みが可能となり、座屈も良好に防
止することができる。
【００４１】
　また、コイルバネ１６は上下に配されているので、マガジン３の厚さを薄くすることが
できる。したがって、マガジン３越しに打ち込み部がよく見えるので、打ち込み時の視認
性が向上する。同様に、狭いところにもステープルを打ちこむことができるので、操作性
も向上する。
【００４２】
　さらに、ステープルガイド４に複数の長孔１４を形成する構成であるから、長孔１４分
の肉を落すことができるので、軽量化も達成することができる。
【００４３】
　さらに、ガイドシャフト１５の前後端は、上下と左右に動くのを阻止する固定手段によ
って固定されているので、ガイドシャフト１５の安定性が確保できる。
【００４４】
　例えば、ガイドシャフト１５の前端部と長孔１４の前端部とは、上記ステープルガイド
４の厚さの範囲内で互いに嵌合しているから、ガイドシャフト１５の上記端部は上下方向
にも左右方向にもがたつくことがなく、安定に取り付けることができる。
【００４５】
　また、ガイドシャフト１５の後端部１５ｂの上下部は、上記長孔１４の後端部内面に形
成された切欠き溝２１の内側に支持されるとともに、ガイドシャフト１５の後端部１５ｂ
の左右両側部は、上記ステープルガイド４の後端部に固定されてステープルガイド４の一
部を覆うガイドカバー２０の内側に保持されているから、ガイドシャフト１５の後端部は
左右いずれかの側から長孔１４の切欠き溝２１に嵌め込み、さらにガイドカバー２０を取
り付けるときにガイドシャフト１５の左右両側部を覆うようにして、ガイドシャフト１５
の上記端部は上下方向にも左右方向にもがたつくことがなく、安定に取り付けることがで
きる。
【００４６】
　このように、ガイドシャフト１５の固定には溶接やネジ止めを必要としないので、組み
付け性が非常によい。
【００４７】
　さらに、上記長孔１４の中途部には、上記ガイドシャフト１５を上下から押える押え部
２３を形成したので、ガイドシャフト１５が上方又は下方に撓むのを確実に防止すること
ができる。
【００４８】
　なお、ガイドシャフトの前端部と長孔の前端部とは、ガイドシャフトに突起部、長孔に
受け穴を形成する構成であってもよい。
【００４９】
　また、長孔は２個に限定されない。３個でもよい。
【００５０】
　さらに、ガイドシャフトの前後端は長孔に対し、上下と左右に動くのを阻止する固定手
段によって固定すればよく、上述の形態に限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
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【図１】ステープル打ち用釘打機の１つの実施形態の側面図
【図２】上記釘打機の要部の断面図
【図３】図１のＸ－Ｘ線上の断面図
【図４】図２のＹ－Ｙ線上の断面図
【図５】ガイドシャフトと長孔との結合関係の拡大説明図
【図６】ステープルガイドにステープルを支持させた状態の斜視図
【図７】ステープルガイドを後方に摺動させて前部にスペースを形成した状態の斜視図
【符号の説明】
【００５２】
　ｓ　連結ステープル
　１　釘打機本体
　２　ノーズ部
　３　マガジン
　５　プッシャ
　６　射出口
　８　ドライバ
　１４　長孔
　１５　ガイドシャフト
　２０　ガイドカバー

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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